






要約 静注用アスピリンは,経口アスピリンと異なり肝障害を発生させることはなかった。

冠動脈病変の発生率は1ヵ月以内では36%であるが,病変は1年後には全例正常化していた。

川崎病における静注用アスピリンの使用は,r グロブリンと比較しての安価なことを考え

ると充分検討するに足ると思われた。 


